
兵庫県知事（兵庫県　　　　県民局長）　様　

令和4年4月1日付け医政発0401第24号厚生労働省医政局長通知に基づき、特別措置病室における放射線障害の防止に関する構造設備及び予防措置の概要について届け出ます。

管理者名　                          　    
１.特別措置病室設置届
	項　　目
	記載内容

	第１　施設の概要
病院の名称
	　　

	病院の所在地
	

	病院の管理者
	

	放射線安全管理責任者
	

	第２　特別措置病室の概要
病棟名・病室番号
	　



	病床数／個室病室の有無
	　　　　　　　　床　／　個室　　　　有　・　無

	個室病室のトイレの有無
※トイレが設置された個室である
こと
	　　　　　　　　　　　有　　・　　無

	使用開始予定日
	　　　　　　　　　年　　　　月　　　日

	第３　対象核種及び使用条件
放射性同位元素の使用核種
最大投与量
年間予定件数
対象治療
	
使用核種　

最大投与量　　　　　Bq/１回
年間予定件数　　　　　　 件
対象治療









２.放射線障害防止措置概要書
	項目
	記載内容

	第４　放射線障害防止措置
各壁外側（病室外）の線量評価結果
評価位置
遮へい方法

	





	第５　汚染防止措置の方法
床養生方法
壁面養生方法
排泄物管理方法
汚染物保管方法
除染方法
	



	第６　一時的管理区域
設定方法
標識位置
立入制限方法
面会管理方法
	





	　第７　放射線測定機器
　　　サーベイメータの機種
　　　表面汚染測定器
　　　校正年月日
	

	第８　管理区域解除基準
　　線量測定結果
表面汚染測定結果
解除判定者
	


特別措置病室設置届及び放射線障害防止措置概要書
※　本室は医療法施行規則第30条の12第2項に規定する特別措置病室であり、既存の一般病室を患者入室期間に限り一時的管理区域として運用するものである。

添付資料
　□　病棟平面図（管理区域を赤色の線で囲み、管理区域の標識等の位置を記載すること。）
　□　病室詳細図
　□　遮へい計算書（評価点における遮へい計算式及び計算結果を記載すること。）
　□　運用マニュアル
　□　汚染検査手順書
　□　入退室記録簿その他の記録様式
放射線障害防止措置概要書のチェック項目
（申請者確認欄：確認した項目に☑を記入すること。）
　□　病室外側における実効線量が１ｍＳｖ／週以下となる措置を講じている。
　□　管理区域である旨及び人の立入り制限に必要な標識を設置している。
　□　吸水性ポリエチレンシート等による汚染防止措置を講じている。
　□　汚染検査用放射線測定器を配置している。
　□　除染器材及び作業衣を整備している。
　□　患者及び従事者への注意事項を掲示している。
　□　特別措置病室使用記録簿を整備している。
